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       調査の実施概要        
 

１．調査の目的 

 ①次期「すくすく大分っ子プラン」策定に向け、幼児教育・保育及び地域の子育

て支援サービス等の子ども・子育て支援事業のニーズ量を把握し、提供区域ごと

に「量の見込み（需要量）」を設定する。（ニーズ調査） 

②現行の「すくすく大分っ子プラン」における成果指標の達成状況を把握すると

ともに、現プランの総括及び次期計画の目標策定等の資料とする。 

 

２．調査期間 

   平成 30 年 11 月 29 日（木）～平成 30 年 12 月 21 日（金） 

     

 

３．調査方法 

   郵送による無記名回答方式 

 

４．調査の対象 

    就学前児童の保護者 小学生の保護者 合計 

①対象児童数 ２５，６０７人 ２７，２９２人 ５２，８９９人 

②調査人数 ５，２９８人 ５，５０４人 １０，８０２人 

③回収人数 ３，１５５人 ３，１７３人 ６，３２８人 

④回収率 ５９．６％ ５７．７％ ５８．６％ 

（参考）前回回収率 ５５．３％ ５４．３％ ５４．８％ 

※住民基本台帳（平成３０年１０月１日現在）より、年齢、小学校区ごとに無作為抽出。 

 

５．今後の集計・分析について 

   保護者の就労状況や世帯構成、区域などの項目と、施設・事業の利用希望等を組

み合わせるクロス集計により、詳細なニーズ分析を行う。 

また、分析結果を基に、幼児教育・保育及び地域子育て支援事業の量の見込みを

算出するとともに、現行計画に掲げる各指標の評価を行う。 
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       調査結果（抜粋）       
《就学前児童》 

【問 10】平日の日中に教育・保育サービスを利用していますか。 

 

【問 10-4】平日日中に定期的に教育・保育サービスを利用されている理由についてお

答えください（複数回答）。 

項       目 今回割合（%） 前回割合(%) 

子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している 73.5 62.2 

子どもの教育や発達のため 52.1 57.3 

子育て（教育を含む）をしている方が就労予定がある／

求職中である 

1.7 2.9 

その他 7.0 6.3 

【問10-1】年間を通じて定期的に利用しているサービスをお答えください（複数回答）。 

（注）「*」がついた項目は今回のアンケートで追加したものであるため、前回の割合は無い。 

 

「日中の定期的な教育・保育サービス」の利用は、58.3%で前回より 6.2 ポイント増

加している。また、利用しているサービスについては、幼児教育・保育施設が全体で

86.3%と約 3 ポイント上昇しており、施設別では認定こども園が 23.7%と大きく増えて

いる。 

58.3

40.9

0.8

52.1

47.6

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70

利用している

利用していない

無回答

（%）

H30(N=3,155)
H25(N=2,995)

21.6 

5.2 

41.0 

23.7 

1.3 

0.2 

1.7 

9.5 

0.1 

0.1 

1.3 

0.5 

33.7 

4.8 

44.9 

4.4 

0.3 

1.7 

13.7 

0.1 

0.3 

1.3 

0.7 

0 10 20 30 40 50

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（園）

認定こども園

*小規模な認可保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

（%）

H30(N=1,840)

H25(N=1,560)
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【問 10-6】平日日中に定期的に教育・保育サービスを利用していない理由についてお

答えください（複数回答）。 

項       目 今回割合（%） 前回割合(%) 

子どもがまだ小さいため 47.1 50.8 

（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就

労していないなどの理由で）利用する必要がない 

45.9 49.4 

利用したいが、教育・保育サービスに空きがない 12.6 10.8 

子どもの祖父母や親戚の人がみている 7.6 6.7 

利用したいが、経済的な理由でサービスを利用できない 7.4 13.3 

その他 17.6 38.3 

 

※到達したら預けようと考えている年齢 

項       目 今回割合（%） 前回割合(%) 

１歳  29.5 19.4 

２歳 10.9 10.3 

３歳 40.2 39.7 

４歳 12.5 21.4 

５歳以上 2.5 5.2 

平日日中に定期的に教育・保育サービスを利用していない主な理由として、「子ども

がまだ小さいため」が 47.1%、「（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就

労していないなどの理由で）利用する必要がない」が 45.9%となっている。 

「子供がまだ小さいため」を選んだ保護者に、到達したら預けようと考えている年齢

を聞いたところ、「３歳」が最も多かったものの、前回比 0.5 ポイントと微増に留まっ

ている一方で、「４歳」が 8.9 ポイント減少し、「１歳」が前回より 10.1 ポイント増加

している。 
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【問 11】現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・

保育サービスとして、「定期的に」利用したいと考えるサービスを答えてください（複

数回答）。 

 

定期的に利用したい教育・保育サービスは、認可保育所が 51.4％と最も多く、次い

で幼稚園が 47.4％、認定こども園が 41.5％となっており、現在の利用状況と同様の傾

向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.4

25.1

51.4

41.5

7.7

2.3

5.9

6.2

1.4

4.6

0.5

3.9

1.8

58.6

23.2

54.4

16.2

6.2

3.0 

5.1

6.3

1.1

5.4

0.8

3.2

1.6

0 20 40 60 80

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所（園）

認定こども園

小規模な認可保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

利用するつもりはない（必要ない）

無回答

（%）

H30(N=3,155)

H25(N=2,995)
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【問 12】幼児教育・保育の無償化が実施された場合の利用意向についておたずねしま

す。 

※幼児教育・保育の無償化の概要 

実施時期：2019 年 10 月から 

対象 無償化の内容 

幼稚園、認可保育所（園）、

認定こども園、小規模保育

事業所等 

3～5 歳児は全世帯無償化 

（幼稚園は、幼稚園保育料の無償化上限 25,700 円と、

預かり保育の利用料の無償化上限 11,300 円を加えた月

額 37,000 円まで無償化） 

0～2 歳児は住民税非課税世帯を対象として無償化 

認可外の保育施設等 

3～5 歳児は月額 37,000 円を上限に無償化 

0～2 歳児は住民税非課税世帯を対象とし、月額 42,000

円を上限に無償化 

※幼稚園の預かり保育や認可外保育サービスの利用料が無償化の対象となるためには、

保育の必要性の認定事由に該当することが必要となります。 

 

現在、主に利用している教育・保育施設及び無償化が実施された場合、利用しようと考える

教育・保育施設について 

 
無償化の対象となる現在の「幼稚園」「認可保育所（園）」「認定こども園」など幼児

教育・保育施設の現在の利用割合の合計は 64.9%だが、無償化が実施された場合の利用

希望は 84.8%となっている。なかでも保育サービス（認可保育所と認定こども園の２,

３号認定等）の利用希望が 44.2%と高いが、幼稚園での幼児教育に対するニーズの伸び

がみられる。 

14.7

24.2

5.8

12.3

5.7

0.3

0.6

1.2

0.1

33.5

1.5

27.1

27.5

8.1

16.7

4.0 

0.0 

0.6

0.6

0.2

4.7

10.4

0 10 20 30 40

幼稚園

認可保育所（園）

認定こども園（幼稚園部分・１号認定）

認定こども園（保育園部分・２、３号認定）

認可外の保育施設

家庭的保育

小規模な認可保育施設

事業所内保育

ファミリー・サポート・センター

利用していない(利用するつもりはない)

無回答

現在主に利用してい

る教育・保育施設

(N=3,155)

幼児教育・無償化が

実施された場合、利

用しようと考える教

育・保育施設

(N=3,155)

（％） 
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【問 20】お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しま

したか。 

 〈母親〉 

 
   ※取得していない理由（複数回答） 

 

母親が育児休業を取得した割合は前回より 11.9 ポイント上昇している。取得してい

ない主な理由としては「子育てや家事に専念するため退職した」「職場に育児休業の制

度がなかった（就業規則に定めがなかった）」などとなっている。なお、「職場に育児休

業を取りにくい雰囲気があった」や「保育所（園）などに預けることができた」等の項

目で前回より割合が減少している。一方、「仕事が忙しかった」や「収入減となり、経

済的に苦しくなる」等を理由に取得しない人が増加している。 

46.2

41.8

9.2

2.8

57.3

29.9

11.1

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答 H30(N=3,155)

H25(N=2,995)

12.0 

12.0 

6.5 

11.3 

1.0 

10.0 

5.2 

1.0 

3.1 

33.0 

25.1 

9.6 

2.1 

2.4 

20.3 

9.0 

15.7 

6.6 

2.1 

10.5 

0.0 

4.5 

2.1 

0.0 

3.3 

40.7 

22.0 

4.8 

1.5 

2.1 

13.6 

16.3 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制

度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがな

かった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できる

ことを知らず、退職した

その他

無回答
H30(N=291)

H25(N=332)

（％） 

（％） 
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〈父親〉 

 

  ※取得していない理由（複数回答） 

 

父親の育児休業の取得状況は 1.1 ポイント上昇したものの、依然低調である。取得し

ていない主な理由は「仕事が忙しかった」「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があっ

た」「配偶者が育児休業制度を利用した」などとなっており、いずれも割合が上昇して

いる。 

 

0.9

3.1

87.5

8.5

1.1

2.0 

85.5

11.4

0 20 40 60 80 100

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答 H30(N=3,155)

H25(N=2,995)

31.5 

37.2 

0.4 

3.3 

5.8 

27.2 

1.3 

30.2 

29.8 

0.5 

10.2 

0.1 

1.8 

0.0 

6.7 

4.4 

29.0 

35.9 

0.2 

3.7 

4.0 

24.5 

0.9 

19.7 

33.6 

0.3 

11.8 

0.4 

2.1 

0.0 

4.9 

9.3 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制

度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めが

なかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得でき

ることを知らず、退職した

その他

無回答

H30(N=2,761)

H25(N=2,561)

（％） 

（％） 
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【問 31】小学校就学前のお子さんの子育てに関して、どのような情報提供や相談･支援

を受けたいと思いますか｡（複数回答） 

（注）「*」がついた項目は今回のアンケートで追加したものであるため、前回の割合は無い。 

 

「幼稚園・保育施設等への入園・入所等（サービス内容、手続き、空き情報等）」が

62.8％で最も多く、次いで「子どもの心身の健康や発達」が 51.2％、「子育ての方法（コ

ミュニケーション、食事、しつけ等）」が 48.3%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.8

48.3

51.2

45.4

18.8

19.5

22.1

15.2

32.4

33.9

1.6

4.7

68.3

51.8

52.5

47.0 

26.5

14.8

36.3

2.1

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

幼稚園・保育施設等への入園・入所等（サー

ビス内容、手続き、空き情報等）

子育ての方法（コミュニケーション、食事、し

つけ等）

子どもの心身の健康や発達

子どもの生活習慣や遊び方

子育て中の保護者同士の仲間づくり

*親の心身の健康（メンタル面のケア等）

*産前、産後のサービス

妊娠期から育児期の父親による子育て

地域の子育て支援サービスの情報・紹介

*子どもが小学校に入学するにあたっての気

がかりなことや悩み

その他

無回答
H30(N=3,155)

H25(N=2,995)

（％） 
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《小学生》 

【問 11】現在、利用している、利用していないにかかわらず、放課後（平日の小学校

下校後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか（複数回答）。 

 

 

小学校就学後に放課後の時間を過ごさせたい場所は、「自宅」が 75.8％で最も多く、

次いで「習い事」59.6％、「放課後児童クラブ（児童育成クラブ）」29.1%となっている。 

このうち、児童育成クラブの利用希望が唯一伸びており 7.6 ポイント増えている。保

育所や幼稚園の利用に引き続き、入学後の放課後の生活の場として児童育成クラブに対

するニーズの高まりがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.8

15.8

59.6

29.1

4.7

2.6

0.4

16.2

1.9

75.8

19.0 

65.9

21.5

6.3

3.1

0.7

23.8

2.3

0 20 40 60 80

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ、サッカー、塾など）

放課後児童クラブ(児童育成クラブ)

放課後子ども教室

児童館

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

(%)

H30(N=3,173)

H25(N=2,815)
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【問 11-1】土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか（問

11 で放課後児童クラブ（児童育成クラブ）を利用している又はしたいと回

答した人のみ） 

 

 

内訳 割合 

低学年（1～3 年生）の間は利用したい 62.8% 

高学年（4～6 年生）になっても利用したい 37.2% 

 

土曜日の利用希望については 37.9％となっている。このうち 37.2％が高学年（4～6

年生）までの利用を希望している。 

 

 

 

内訳 割合 

低学年（1～3 年生）の間は利用したい 52.0% 

高学年（4～6 年生）になっても利用したい 48.0% 

 

日曜・祝日の利用希望については 13.8％となっている。このうち 48.0％が高学年（4

～6年生）までの利用を希望している。 

 

 

42.1

51.1

6.8

H25(N=605)

利用したい

利用する必要は

ない

無回答

15.4

76.7

7.9 H25(N=605)

利用したい

利用する必要はな

い

無回答

内訳 割合 

低学年（1～3 年生）の間は利用したい 53.7% 

高学年（4～6 年生）になっても利用したい 46.3% 

内訳 割合 

低学年（1～3 年生）の間は利用したい 43.0% 

高学年（4～6 年生）になっても利用したい 57.0% 

37.9

54.6

7.6

H30（N=922）

利用したい

利用する必要は

ない

無回答

（単位：％） 

（単位：％） 

（単位：％） 

13.8

77.9

8.4
H30（N=922）

利用したい

利用する必要は

ない

無回答

（単位：％） 

（土曜日） 

（日曜・祝日） 
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【問 11-2】夏休み・冬休みなどの長期の休業期間中に、放課後児童クラブの利用希望

はありますか。 

 

内訳 割合 

低学年（1～3 年生）の間は利用したい 51.1% 

高学年（4～6 年生）になっても利用したい 48.9% 

 

長期の休暇期間中の利用希望については 82.2%が利用を希望しており、前回よりも大

きく伸びている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.3

35.5

36.2

H25(N=605)

利用したい

利用する必要

はない

無回答

内訳 割合 

低学年（1～3 年生）の間は利用したい 43.5% 

高学年（4～6 年生）になっても利用したい 56.5% 

（単位：％） 

82.2 

8.6 

9.2 

H30（N=922）

利用したい

利用する必要

はない

無回答

（単位：％） 
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《共通》 

【就学前児童 問 43、小学生 問 25】近年、子どもの虐待が社会問題となってきてい

るほか､子どもが犯罪に巻き込まれるケースも見受けられますが、こうした子どもの人

権問題について関心がありますか。 

 

 

 

子どもの人権問題については、就学前児童の保護者では 95.9%、小学生の保護者では

94.9%が「関心がある」と回答しており、意識の高さが伺える。 

なお、本市の就学前児童の児童虐待の相談対応件数は平成 29 年度が 310 件（平成 25

年度 376 件）、小学生では平成 29 年度が 213 件（平成 25 年度 212 件）となっている。 

 

95.9

1.9

2.2

97.1

1.8

1.1

0 20 40 60 80 100

関心がある

関心がない

無効回答

H30(N=3,155)

H25(N=2,995)

（％） 

94.9 

3.0 

2.0 

95.3 

2.3 

2.5 

0 20 40 60 80 100

関心がある

関心がない

無効回答
H30(N=3,173)

H25(N=2,815)

就学前児童 

小学生 

（％） 
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【就学前児童 問 46、小学生 問 26】大分市に対して、どのような子育て支援の充実

を図ってほしいと期待していますか（複数回答）。 

（注）「*」がついた項目は今回のアンケートで追加したものであるため、前回の割合は無い。 

 

 

就学前児童では「子どもの就学にかかる費用を軽減する」「子どもの医療費にかかる

費用を軽減する」など、子育てに係る費用の助成を求めるものが多いほか、「公園など

の屋外の施設を整備する」など、親子で安心して出かけられる環境整備に対するニーズ

が高い。また、男性の働き方の見直しや育児参加に対する啓発についてのニーズは増加

している。 

 

30.9 

6.5 

13.3 

26.9 

6.1 

5.3 

8.0 

37.1 

42.0 

27.4 

5.7 

23.8 

14.9 

10.2 

10.6 

14.4 

6.7 

16.5 

11.8 

1.8 

10.6 

2.5 

2.8 

40.9 

13.6 

17.9 

36.0 

8.9 

8.1 

29.0 

20.3 

17.0 

16.1 

14.8 

8.5 

17.3 

10.3 

4.4 

16.7 

4.6 

0.8 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

公園などの屋外の施設を整備する

地域の子育て家庭の集いの場として保育所や幼稚園、認定こども園

の園庭開放を充実する

親子で利用できるこどもルームなどの屋内の施設を充実する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのス

ペースづくりや、歩道等の段差解消等に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

*産後の身体的・心理的ケア、授乳指導などの産後ケアを充実する

*子どもの医療費にかかる費用を軽減する

*子どもの就学にかかる費用を軽減する

*子育ての経済的支援を充実する（８,９を除く）

*子どもの貧困対策を推進する

保育所の待機児童を解消する

子どもが病気のときの保育サービス(病児保育)を充実する

幼稚園の保育サービス(早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休み等

の預かり保育など)を充実する

学校教育を充実する

児童育成クラブの環境やサービスを充実する

小学生以上を対象に遊びを通じた活動を行う施設を充実する

労働時間短縮、育児休業取得促進等、企業に対して職場環境の改

善を働きかける

男性の働き方の見直し、育児参加等の啓発活動を促進する

子育て講座など子育てについて学べる機会をつくる

地域での防犯活動を促進する

その他

無回答

(%)

H30(N=3,155)

H25(N=2,995)

就学前児童 
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（注）「*」がついた項目は今回のアンケートで追加したものであるため、前回の割合は無い。 

 

 

小学生では、「子育ての経済的支援を充実する」や医療費への助成など、子育てに係

る費用の助成を求めるものが多いほか、「学校教育を充実する」「小学生以上を対象に遊

びを通じた活動を行う施設を充実する」などの割合が高い。また、就学前児童同様、男

性の働き方の見直しや育児参加に対する啓発についてのニーズは増加している。 

6.6 

0.9 

1.3 

1.1 

1.5 

1.3 

1.3 

13.3 

10.9 

24.1 

9.4 

8.9 

11.8 

5.8 

19.1 

13.5 

19.0 

14.2 

9.6 

1.9 

13.6 

3.8 

14.9 

38.4 

3.8 

6.8 

8.7 

6.9 

6.7 

12.8 

13.5 

9.4 

32.8 

13.7 

24.0 

15.6 

8.8 

2.9 

18.8 

5.5 

8.1 

0 10 20 30 40 50

公園などの屋外の施設を整備する

地域の子育て家庭の集いの場として保育所や幼稚園、認定こども園の園庭

開放を充実する

親子で利用できるこどもルームなどの屋内の施設を充実する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペース

づくりや、歩道等の段差解消等に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

*産後の身体的・心理的ケア、授乳指導などの産後ケアを充実する

*子どもの医療費にかかる費用を軽減する

*子どもの就学にかかる費用を軽減する

*子育ての経済的支援を充実する（８,９を除く）

*子どもの貧困対策を推進する

保育所の待機児童を解消する

子どもが病気のときの保育サービス(病児保育)を充実する

幼稚園の保育サービス(早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休み等の預か

り保育など)を充実する

学校教育を充実する

児童育成クラブの環境やサービスを充実する

小学生以上を対象に遊びを通じた活動を行う施設を充実する

労働時間短縮、育児休業取得促進等、企業に対して職場環境の改善を働き

かける

男性の働き方の見直し、育児参加等の啓発活動を促進する

子育て講座など子育てについて学べる機会をつくる

地域での防犯活動を促進する

その他

無回答

(%)

H30(N=3,173)

H25(N=2,815)

小学生 


